
           ■までいな家の目的■ 

１．村づくりの理念のまでい（「真手」の意味、飯舘弁でじっくり、丁寧な）による 

低炭素型田園ライフを実現する。 

２．菜園・ガーデン、農作業場、アート活動等の多様なクリエート空間を用意する。 

３．“半農半Ｘ”型のライフスタイルを堪能できるエコ田園住宅を村民参画で計画・ 

建設し、エコ定住・移住を促す。 

４．ランドスケープ、緑、菜園、庭、環境、農林地と融合する「までいな家（ZERO＋

αハウス）」の生活体験を提供する 

５．役場の隣に建設し、地球にやさしいまでいな暮らしを体感できる、村のエコ 

ライフ学習センター機能を果たす。 

６．までいライフの創造に寄与する。 

 

■地域と敷地の特徴■ 

１．阿武隈山系北部、平均標高 450ｍ、6,200 人の農山村 

２．村づくりの基本理念「までいライフ」は、じっくり・丁寧な意味の東北弁の

までい（真手）の理念 

３．木質バイオマスエネルギー活用 

４．エココミュニティビジネスの創出 

５．敷地は、村役場・村の本屋・中学校・老人ホーム（チップボイラー使用）の

ある中心の場に隣接 

 

当初設計外観イメージ（実施設計とは異なる） 

 

            ■建物の基本性能■ 

・建物の断熱性能以外に、耐久性・耐震性・環境負荷軽減・ 

景観などにも配慮 

・ＣＡＳＢＥＥによる客観評価 

■風土を考慮した飯舘村までいな家■     

・飯舘村の気象条件、伝統的な住まい文化、風土を考慮した住まい

造りを行う。 

・エコロジカルな環境調和型の装置・設備の導入と、外部環境 

（微気象形成空間）とのつながりを重視したパッシブな風土共生技術

の仕掛けと空間とする。 

・施工の段階からも環境に配慮する仕組みや、出来た後の継続的

な環境性能評価が必要。 

   ■までいな家のコンセプト■ 

 村で見かける「半農の暮らし」のモデルルームとして・・・ 

・古民家をイメージする中央の母屋「親の家」 

・若夫婦向けに増築した建物をイメージする「子どもの家」 

・農家の納屋をイメージする「作業場」 
 

・それら３つのブロックにつつまれた「食べる庭」 

飯舘村「までいな家」 

設計および建設のための基本構想 
 

「までい」を実現する住まいの空間、間取り、仕掛け 

《大いなる田舎までいライフいいたて》の理念により 

「多様な生き方」 「資源・文化」 「モノ・人の本質」 

を大切にした「までいライフ」の空間 

「までいな家（ZERO＋αハウス）を村民協働で提案する 
 

【宣言１】人と地域のつながりを“までい”に 

【宣言２】からだと大地を“までい”に 

【宣言３】家族の絆を“までい”に 

【宣言４】「食」と「農」を“までい”に 

【宣言５】人づくりを“までい”に 

村典型農家の屋敷地の断面図 




